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●委員会の動き、請願・陳情の審議結果 … 8 面

●区政のここを問う
　定例会での代表・一般質問… 3～5 面
●令和６年度
　政務活動費・議長交際費、行政視察の受入状況

…… 6 面

●アンケート調査にご協力を、政治倫理審査会委員の募集
　沖縄全戦没者追悼式に参加、議長副議長の主な活動

…… 7 面

●第２回定例会
　議案の概要と審議結果…… 2 面

トップニュース

■■  区長提出議案29件と議員提出議案2件を可決
○新宿区保育所保育料徴収条例及び新宿区立子ども園条例の一部を改正し

　2歳児までの第 1子の保育料を、第 2子以降と同様に無料とする。

○地方税法の改正等に伴い、新宿区特別区税条例の一部を改正する。　　　 

 ・加熱式たばこに係るたばこ税の課税標準を見直す。

 ・特定親族特別控除の新設に伴い、規定を整備する。

○令和７年度新宿区一般会計補正予算（第 3号）

 ・不登校生徒への学習支援及び相談支援として、区立中学校全校に

　校内教育支援センター支援員を配置する。

 ・満 65 歳以上で初めてスマートフォンを購入する人に対して購入費用を助成する。

関連記事 2面

議　案第２回定例会で可決した主な

新宿の日「クリアソン新宿」の試合（6月15日）交通安全パレード（3月20日） 新宿子育てメッセ（6月9日）

令和７年第２回定例会号
（会期：6月10日～6月19日）

（令和 7年 9月 1日施行）

（令和 8年 4月 1日施行）

（令和 8年 1月 1日施行）

４億３,691万円　　

3,075 万 5 千円　　

1,271 万 6 千円など
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新宿区議会ホームページもご覧ください！ 新宿区議会 検 索

議案の概要と審議結果  （賛成…○○、反対…×） 会派略称 自参ク＝自民・参政クラブ
共　産＝日本共産党新宿区議会議員団
民無ク＝立憲民主党・無所属クラブ
現　役＝現役世代に優しい新宿・減税の会

公　明＝新宿区議会公明党
新宿会＝新宿未来の会
維　新＝日本維新の会・新宿区議団
れいわ＝れいわ新選組　新宿○令和７年第２回定例会（6月10日～6月19日）

議　案　名 概　　　要 自参ク 公明 共産 新宿会 民無ク 維新 現役 れいわ 議決結果

区　

長　

提　

出　

議　

案　
（
29
件
）

予
算（
2
件
）

令和 7年度新宿区一般会計補正予算（第 2号）

補正予算額：6,657 万 2千円、補正後予算額：1,907 億 8,825 万 4千円
補正の理由：労務単価等の見直しに伴う工事費の増（四谷ひろばの設備
整備、新宿生活実習所の建設、弁天町保育園の建設、牛込保健センター
の建設、新宿中央公園の整備、西新宿小学校校舎の増築）　等を計上

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和 7年度新宿区一般会計補正予算（第 3号）

補正予算額：4億 3,691 万円、補正後予算額：1,912 億 2,516 万 4千円
補正の理由：利用世帯の負担軽減拡充による増（第 1子の保育料無償化
による給付費の増、第 1子の保護者負担助成金の増等）、工期延長に伴う
障害者グループホーム等整備助成の助成金の増、区立中学校全校におけ
る不登校生徒への学習支援及び相談支援するための経費、高齢者のスマー
トフォンの購入費用を助成するための経費、横断歩道設置に伴う上落合
八幡歩道橋解体設計委託に要する経費、区内私立幼稚園 1園の一時預か
り事業開始による増、区立中学校での ｢笑顔と学びの体験活動プロジェ
クト子供企画型補助事業｣ を活用した生徒の体験活動を充実するための
経費　等を計上

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

条
例
の
改
正（
15
件
）

新宿区長及び副区長の給料等及び旅費条例の一部を
改正する条例 『国家公務員等の旅費に関する法律』の改正を踏まえ、所要の改正を行う。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿区議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例等の一部を改正する条例

『国家公務員等の旅費に関する法律』の改正を踏まえ、関係条例の旅費（費
用弁償）の種目の見直しを行う。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿区職員の育児休業等に関する条例の一部を改正
する条例 『地方公務員の育児休業等に関する法律』の改正に伴い、所要の改正を行う。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿区職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例
の一部を改正する条例

職員の仕事と育児との両立を支援するため、妊娠、出産等についての申
出をした職員及び 3歳に満たない子を養育する職員に対し、仕事と育児
の両立を支援する制度に係る情報提供及び意向確認等の措置を講ずるこ
とを任命権者に義務付ける。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿区職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例『国家公務員等の旅費に関する法律』の改正を踏まえ、所要の改正を行う。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿区特別区税条例の一部を改正する条例 『地方税法』の改正等に伴い、所要の改正を行う。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

災害に際し応急措置の業務等に従事した者の損害補
償に関する条例の一部を改正する条例

『非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令』の改正に伴い、
補償基礎額及び応急措置の業務等に従事した者に扶養親族がある場合に
おける補償基礎額の加算額を改定する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿区一般事務手数料条例の一部を改正する条例

『障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律』の改正
により就労選択支援の定義規定が追加されることに伴い、引用条項を改
める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿区立心身障害者通所訓練施設条例の一部を改正
する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿区立障害者福祉センター条例の一部を改正する
条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿区立福祉作業所条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿区立障害者生活支援センター条例の一部を改正
する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿区保育所保育料徴収条例及び新宿区立子ども園
条例の一部を改正する条例

東京都保育所等利用世帯負担軽減事業の実施を踏まえ、2歳児までの第 1
子の保育料について、第 2子以降と同様に無料とする。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿区地区計画の区域内における建築物の制限に関
する条例の一部を改正する条例

１��若葉・須賀町地区地区計画の都市計画変更決定（計画地区の区分の廃
止等）に伴い、制限事項を改める。
２��若葉地区再開発地区計画を廃止し、同一区域に若葉地区地区計画を定
める都市計画決定が行われたことに伴い、同地区の区域内における建
築物について、制限事項を定める。
３��新宿駅東口地区地区計画の都市計画変更決定（双葉通り（一部区間）
における壁面の位置の制限の追加等）に伴い、制限事項を改める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿区幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に
関する条例の一部を改正する条例

幼稚園教育職員の仕事と育児との両立を支援するため、妊娠、出産等に
ついての申出をした幼稚園教育職員及び 3歳に満たない子を養育する幼
稚園教育職員に対し、仕事と育児の両立を支援する制度に係る情報提供
及び意向確認等の措置を講ずることを教育委員会に義務付ける。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

そ
の
他（
12
件
）

新宿区立角筈区民ホール天井改修その他工事請負契約 角筈区民ホール天井改修その他工事施行のため、請負契約を締結する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

特別区道３１－１３８０電線共同溝整備工事委託契約 無電柱化事業の施行に伴う譲渡設備を活用した特別区道３１－１３８０
電線共同溝整備工事施行のため、工事委託契約を締結する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

旧都立市ヶ谷商業高等学校及び新宿区立牛込第一中
学校水泳プール解体工事請負契約

旧都立市ヶ谷商業高等学校及び牛込第一中学校水泳プール解体工事施行
のため、請負契約を締結する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿区牛込保健センター等複合施設建設に伴う什器
類の買入れについて 牛込保健センター等複合施設建設に伴い、什器類を買い入れる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

道路改良工事（江戸川橋通り第Ⅰ期）請負契約の変
更について

令和 6年第 3回新宿区議会定例会における議決に基づき締結した契約に
ついて、契約金額を変更する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

特別区道の路線の認定について 認定する路線：路線名２３－１１（高田馬場二丁目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

四谷ひろば擁壁改修その他工事請負契約の変更につ
いて

令和 5年第 3回新宿区議会定例会における議決及び令和 6年第 2回新宿
区議会定例会における変更の議決に基づき締結した契約について、契約
金額を変更する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿区牛込保健センター等複合施設建設機械設備工
事請負契約の変更について

令和 4年第 2回新宿区議会定例会における議決並びに令和 5年第 2回新
宿区議会定例会及び令和 7年第 1回新宿区議会定例会における変更の議
決に基づき締結した契約について、契約金額を変更する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿中央公園（花のもり等）整備工事請負契約の変
更について

令和 6年第 3回新宿区議会定例会における議決に基づき締結した契約に
ついて、契約金額を変更する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿区立西新宿小学校校舎棟増築等工事請負契約の
変更について

令和 6年第 2回新宿区議会定例会における議決及び令和 7年第 1回新宿
区議会定例会における変更の議決に基づき締結した契約について、契約
金額を変更する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿区立西新宿小学校校舎棟増築等電気設備工事請
負契約の変更について 令和 6年第 2回新宿区議会定例会における議決に基づき締結した契約に

ついて、契約金額を変更する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

新宿区立西新宿小学校校舎棟増築等機械設備工事請
負契約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議
員
提
出
議
案

（
2
件
）

推
薦

（
１
件
）

東京都後期高齢者医療広域連合議会議員選挙候補者
の推薦について 渡辺清人氏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

意
見
書

（
１
件
）

給食無償化に際し、質・量の確保を担保するための
国による十分な予算措置を求める意見書 １面の「意見書」をご覧ください。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
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①
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値
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。
②

図
書
館
を
施
政
方
針
の
実
現
手
段
と

し
て
位
置
づ
け
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
。
単
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場

で
は
な
く
、
区
長
が
掲
げ
る
「
誰
も

が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
新
宿

の
ま
ち
」を
形
に
す
る
装
置
と
し
て
、

今
後
さ
ら
に
活
用
で
き
る
の
で
は
。

答
弁　

①
区
立
図
書
館
で
実
施
さ

れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
は
よ
り
よ
い
区

政
運
営
の
実
現
に
重
要
な
価
値
を
持

つ
と
認
識
。
②
生
活
様
式
の
変
化
等

に
よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
担
い
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、

図
書
館
を
拠
点
と
す
る
様
々
な
事
業

を
通
じ
、
自
ら
考
え
、
他
者
と
協
働

し
て
地
域
課
題
を
解
決
す
る
区
民
が

増
え
る
こ
と
は
、
新
宿
の
ま
ち
の
実

現
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

た
な
え 

ひ
さ
し

国
民
健
康
保
険
と
医
療
費
未
払
い
に
つ
い
て

日
本
維
新
の
会
・
新
宿
区
議
団

質
問　
永
住
者
の
方
を
除
く
外
国

人
の
国
民
健
康
保
険
料
未
済
額
等

は
、
区
民
が
関
心
を
寄
せ
て
い
る
問

題
で
も
あ
り
、
保
険
料
収
入
率
の
改

善
に
向
け
て
、
外
国
人
向
け
の
目
標

値
を
設
定
し
て
い
く
べ
き
。
①
直
近

２
年
分
の
未
済
額
の
上
位
５
か
国
の

国
名
と
未
済
額
は
。
②
外
国
人
未
払

医
療
費
補
て
ん
事
務
は
東
京
都
か
ら

受
託
し
東
京
都
福
祉
保
健
財
団
が
行

い
、
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
５
年
度

で
約
7,200
万
円
が
補
填
さ
れ
て
い
る
。

対
象
と
な
る
外
国
人
の
人
数
は
。

　
　
　

①
令
和
４
年
度
、
５
年
度
と

も
に
ネ
パ
ー
ル
約
３
億
円
、
ベ
ト
ナ

ム
、
韓
国
、
中
国
の
い
ず
れ
も
約

２
億
円
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
約
１
億
円
。

②
こ
の
事
業
の
対
象
外
国
人
は
不
法

残
留
者
や
不
法
入
国
者
等
で
、
財
団

及
び
区
は
当
該
人
数
を
把
握
し
て
い

な
い
。

古
畑 

ま
さ
の
り

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
寄
附
文
化
の
醸
成
を

立
憲
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

質
問　
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
、

学
校
へ
の
思
い
入
れ
や
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
軸
と
し
た
寄
附
を
呼
び
か

け
る
こ
と
に
つ
い
て
、区
の
見
解
は
。

答
弁　

寄
附
文
化
の
醸
成
に
有
効

な
手
段
と
考
え
る
。
寄
附
の
呼
び
か

け
に
つ
い
て
は
、
他
自
治
体
で
の
事

例
を
参
考
に
研
究
し
て
い
く
。

外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者
へ
の
支
援
の
充
実
を

質
問　
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど

も
の
中
に
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
な
る

子
も
い
る
。
子
ど
も
の
ケ
ア
を
行
う
た

め
に
、
そ
の
保
護
者
が
社
会
の
中
で
孤

立
し
な
い
支
援
体
制
が
不
可
欠
。
子
ど

も
と
親
の
双
方
を
支
え
る
施
策
の
充
実

が
必
要
と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
は
。

答
弁　

今
後
も
、
外
国
人
が
日
本

で
生
活
す
る
た
め
の
基
礎
と
な
る
日

本
語
学
習
へ
の
支
援
に
取
り
組
む
。

山
口 

か
お
る

補
助
金
支
給
団
体
に
不
祥
事
！
補
助
金
透
明
化
を
問
う
　

現
役
世
代
に
優
し
い
新
宿
・
減
税
の
会

質
問　
元
事
務
局
長
が
コ
カ
イ
ン
所

持
で
逮
捕
さ
れ
た
「
日
本
駆
け
込
み

寺
」
に
、
令
和
４
年
度
か
ら
６
年
度

に
新
宿
区
の
公
金
約
300
万
円
が
支
払

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
。
①
区
は

関
係
を
見
直
す
つ
も
り
は
あ
る
の
か
。

②
再
発
防
止
の
た
め
に
は
、
全
補
助

金
の
最
終
的
な
支
払
先
や
支
給
目
的

を
区
民
に
公
開
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

千
代
田
区
で
は
平
成
27
年
度
か
ら
実

現
し
て
い
る
が
、
補
助
金
の
透
明
化

を
進
め
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

答
弁　

①
今
回
の
事
件
の
報
道
を

受
け
、
日
本
駆
け
込
み
寺
及
び
※1
青

母
連
に
対
す
る
支
援
、
連
携
そ
の
他

各
種
関
わ
り
を
当
面
中
止
す
る
。
②

新
た
に
補
助
金
支
給
団
体
名
や
支
給

目
的
を
含
め
た
詳
細
な
一
覧
表
を
作

成
し
、
公
開
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
が
、
今
後
も
補
助
金
の
適
正
化

や
透
明
性
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

渡
辺 

や
す
し

●新宿区議会ホームページアドレス　http://www.city.shinjuku.lg.jp/kusei/index08.html

区
独
自
の
支
援
で
深
刻
な
物
価
高
騰
か
ら
区
民
を
守
る
べ
き

日
本
共
産
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

質
問　
①
熱
中
症
に
よ
る
健
康
被
害

を
防
ぐ
た
め
、
経
済
的
な
事
情
で
エ

ア
コ
ン
を
購
入
す
る
こ
と
が
難
し
い

高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
、
エ
ア
コ
ン

購
入
費
を
区
独
自
に
助
成
す
べ
き
。

②
国
の
電
気
代
補
助
に
上
乗
せ
し
て
、

独
自
に
エ
ア
コ
ン
使
用
の
電
気
代
を

補
助
す
べ
き
。
③
異
常
な
コ
メ
の
高

騰
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、
低
所
得

者
や
子
育
て
世
帯
に
対
し
て
１
万
円

分
の
お
米
券
を
支
給
す
べ
き
。

答
弁　

①
相
談
が
あ
っ
た
場
合
、

新
宿
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
貸
付
金

を
案
内
し
て
い
る
た
め
、
独
自
の
補

助
は
考
え
て
い
な
い
。
②
国
の
電
気

代
補
助
に
上
乗
せ
し
て
補
助
す
る
考

え
は
な
い
。
③
国
が
安
定
供
給
に
向

け
て
検
討
を
進
め
て
い
る
た
め
、
お

米
券
を
支
給
す
る
考
え
は
な
い
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
総
延

床
面
積
削
減
目
標
を
廃
止
す
べ
き

　
　
　

2017
年
度
か
ら
40
年
後
の
目
標

と
し
て
区
施
設
の
総
延
床
面
積
22
％

削
減
を
掲
げ
て
き
た
。
管
理
計
画
の

改
定
予
定
だ
が
、
削
減
目
標
は
廃
止

し
、
学
校
、
学
童
ク
ラ
ブ
、
介
護
施

設
な
ど
区
民
要
望
に
応
え
る
べ
く
施

設
ご
と
に
整
備
目
標
を
定
め
る
べ
き
。

答
弁　

現
在
の
区
有
施
設
の
状
況
分

析
等
を
踏
ま
え
、各「
個
別
施
設
計
画
」

と
併
せ
て
改
定
し
て
い
く
。
現
時
点

で
削
減
目
標
廃
止
、
施
設
ご
と
の
整

備
目
標
を
定
め
る
考
え
は
な
い
。

牛
込
保
健
セ
ン
タ
ー
等
複
合
施
設

質
問　
建
設
業
者
の
施
工
不
良
な

ど
工
期
が
遅
れ
た
原
因
と
そ
の
後
の

区
の
対
応
を
、
利
用
者
と
地
域
住
民

に
向
け
て
説
明
会
を
開
催
す
べ
き
。

答
弁　

工
期
延
長
の
際
に
、
適
宜
、

理
由
を
説
明
し
て
き
た
た
め
、
改
め

て
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
は
な
い
。

外
国
人
の
国
保
料
の
滞
納
対
策

質
問　
区
は
自
民
党
に
、
外
国
人

の
み
に
国
保
加
入
時
に
前
納
を
課
す

な
ど
６
つ
の
提
言
を
行
っ
た
。
滞
納

対
策
は
差
別
的
強
権
的
対
応
で
は
な

く
、
多
文
化
共
生
の
観
点
で
行
っ
て

き
た
区
の
努
力
を
さ
ら
に
続
け
る
と

と
も
に
、
滞
納
原
因
に
焦
点
を
当
て

た
対
策
を
。

答
弁　

今
後
、
他
自
治
体
の
事
例

等
を
研
究
す
る
と
と
も
に
、
出
身
国

の
慣
習
や
制
度
理
解
に
配
慮
し
、
効

果
的
な
周
知
啓
発
に
取
り
組
む
。

藤
原 
た
け
き

質
問

答
弁

低所得者や子育て世帯にお米券の支給を

図書館を施政方針の実現手段として活用を

国民健康保険料の収入率改善に向けて、
外国人向けの目標値の設定を新宿区の補助金の支払先を区民に公開すべき！

学校や地域とのつながりとなる寄附の呼びかけを

※ 1【青母連】一般社団法人青母連
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間
接
的
被
害
者
へ
の
新
た
な
配
慮
を

質
問　
思
い
も
よ
ら
ず
事
件
に
巻
き

込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
区
民
を
救
済
す

る
手
立
て
の
構
築
に
向
け
て
動
く
こ

と
が
こ
れ
か
ら
の
新
宿
の
安
心
・
安

全
に
欠
か
せ
な
い
と
考
え
る
。「
犯

罪
被
害
者
等
支
援
条
例
」の
制
定
に

つ
い
て
、
区
の
基
本
的
な
姿
勢
は
。

答
弁　

犯
罪
被
害
者
等
が
受
け
た
被

害
の
回
復
又
は
軽
減
及
び
犯
罪
被
害

者
等
の
生
活
再
建
を
図
る
た
め
、
行

政
を
含
め
社
会
全
体
で
支
え
て
い
く

仕
組
み
の
構
築
が
重
要
。
条
例
制
定

の
予
定
は
な
い
が
、
引
き
続
き
、
他

自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

新
宿
会

か
な
く
ぼ 

な
な
子

保
育
現
場
で
の
「
ス
キ
マ
バ
イ
ト
」

質
問　
子
ど
も
を
預
か
る
保
育
現
場

で
、
空
き
時
間
に
単
発
で
働
け
る
ス

ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
俗
に
い
う
ス
キ
マ

バ
イ
ト
が
広
が
っ
て
い
る
。
保
育
現

場
や
学
童
保
育
に
お
け
る
ス
キ
マ
バ

イ
ト
を
区
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
ど

の
よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
。

答
弁　

１
～
２
日
程
度
の
短
期
の

雇
用
を
長
期
か
つ
継
続
的
に
繰
り
返

す
こ
と
は
、
保
育
施
設
や
学
童
ク
ラ

ブ
の
運
営
に
当
た
り
、
望
ま
し
く
な

い
と
認
識
。
区
は
、
指
導
検
査
や
履

行
確
認
の
機
会
を
通
じ
、引
き
続
き
、

適
正
な
人
員
配
置
の
確
認
を
行
う
。

民
無
ク

小
野 

裕
次
郎

時
代
に
即
し
た
教
育
現
場
の
実
現
を

質
問　
生
成
AI
を
子
ど
も
た
ち
の
思

考
を
深
め
る
触
媒
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
は
主
体
的
な
学
び
に
つ
な
が
る
。

①
子
ど
も
た
ち
の
探
求
心
や
創
造
力

を
育
む
授
業
へ
の
生
成
AI
の
導
入
を

検
討
す
べ
き
。
②
教
員
の
生
成
AI
活

用
の
現
状
と
今
後
の
考
え
方
は
。

答
弁　

①
生
成
AI
の
活
用
も
含
め
、

児
童
・
生
徒
の
探
求
心
等
を
育
む
多

様
な
学
習
活
動
を
展
開
で
き
る
よ
う

研
修
等
に
取
り
組
む
。
②
生
成
AI
パ

イ
ロ
ッ
ト
校
の
取
組
等
を
参
考
に
研

究
。
引
き
続
き
先
行
事
例
の
共
有
や
、

国
・
都
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

維

新

お
や
ま
だ 

静
香

困
難
な
問
題
を
抱
え
る

女
性
の
支
援
に
つ
い
て

質
問　
困
難
な
問
題
を
抱
え
る
方

で
、
就
職
氷
河
期
世
代
で
非
正
規
の

ま
ま
社
会
で
働
き
続
け
る
40
～
50
代

の
女
性
が
、
支
援
対
象
か
ら
こ
ぼ
れ

落
ち
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
支
援
が
必
要
な
40
代
以
降
の
女

性
に
つ
い
て
、
区
の
現
状
、
課
題
意

識
や
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

答
弁　

区
で
は
、
各
相
談
窓
口
で
相

談
に
応
じ
な
が
ら
、
就
労
や
経
済
的

困
難
、
家
庭
の
悩
み
な
ど
、
困
り
ご

と
の
根
幹
を
明
確
に
し
、
適
切
な
支

援
が
で
き
る
窓
口
に
つ
な
げ
て
い
る
。

れ
い
わ

さ
わ
い 

め
ぐ
み

中
高
年
シ
ン
グ
ル
女
性
の
貧
困
問
題

質
問　
非
正
規
雇
用
の
割
合
が
高
い

こ
と
や
、
出
産
・
育
児
や
介
護
を
経

た
後
の
復
職
時
の
待
遇
が
不
利
に
な

る
こ
と
等
、「
雇
用
環
境
の
格
差
」の

問
題
が
あ
り
ま
す
。
経
済
的
自
立
が

困
難
に
な
り
、
個
人
の
努
力
で
は
解

決
で
き
な
い
社
会
構
造
の
問
題
に
対

し
て
、
区
は
ど
の
よ
う
な
相
談
体
制

を
取
っ
て
い
ま
す
か
。

答
弁　

就
労
先
の
確
保
や
経
済
的
な

困
難
な
ど
、
生
活
に
お
困
り
の
方
に

は
、
生
活
支
援
相
談
窓
口
を
含
め
た

各
相
談
窓
口
が
連
携
し
な
が
ら
、
適

切
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現

役

田
中 

ゆ
き
え

民
泊
へ
の
規
制
強
化
を

質
問　
区
は
住
居
専
用
地
域
で
の
民

泊
は
金
曜
正
午
か
ら
日
曜
正
午
の
み

に
制
限
し
て
い
る
が
、
違
反
は
激
増

し
、
住
民
の
生
活
環
境
が
脅
か
さ
れ

て
い
る
。
対
応
し
き
れ
ず
手
に
負
え

な
い
な
ら
、
住
居
専
用
地
域
で
の
民

泊
を
全
面
禁
止
に
条
例
改
正
す
べ
き
。

答
弁　

条
例
を
制
定
す
る
際
、
全
期

間
禁
止
す
る
こ
と
は
法
の
趣
旨
に
反

す
る
と
国
か
ら
指
摘
を
受
け
て
い
る

た
め
、
全
面
禁
止
で
き
な
い
と
考
え

る
。
今
後
も
、
禁
止
し
て
い
る
平
日

営
業
を
確
認
し
た
場
合
は
、
事
業
者

へ
の
是
正
指
導
を
徹
底
し
て
い
く
。

共

産

高
月　

ま
な

激
動
す
る
社
会
経
済
の
変
化
に
対
応
す
る

区
政
運
営
に
つ
い
て
　

自
民
・
参
政
ク
ラ
ブ

質
問　
被
災
地
支
援
な
ど
公
益
性

の
高
い
役
割
を
担
う
自
衛
隊
の
隊
員

募
集
に
あ
た
り
、
個
人
情
報
の
適
正

な
管
理
を
徹
底
し
た
う
え
で
、
よ
り

効
果
的
に
事
務
が
進
め
ら
れ
る
よ
う

に
協
力
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答
弁　

個
人
情
報
の
適
正
な
管
理

や
情
報
提
供
を
希
望
さ
れ
な
い
方
へ

の
対
応
な
ど
、
先
行
自
治
体
の
手
法

を
参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

来
街
者
の
増
大
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

質
問　
①
外
国
人
住
民
の
増
加
に
よ

る
新
た
な
地
域
課
題
に
は
地
域
が
一

丸
と
な
っ
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
。
②
国
旗
及
び
区
旗
の
掲
揚

に
つ
い
て
、
区
長
室
等
の
状
況
や
海

外
か
ら
の
要
人
訪
問
時
の
扱
い
は
。

答
弁　

①
地
域
で
活
動
す
る
様
々
な

主
体
と
連
携
し
、
地
域
課
題
の
解
決

に
向
け
積
極
的
に
取
り
組
む
。
②
区

長
室
に
私
物
の
国
旗
を
掲
揚
し
て
い

る
。
今
後
は
区
が
保
管
し
て
い
る
国

旗
・
区
旗
を
活
用
し
掲
揚
す
る
。
海

外
か
ら
の
要
人
の
訪
問
時
は
、
相
手

国
へ
の
敬
意
を
示
す
た
め
面
会
場
所

の
卓
上
に
国
旗
等
を
置
い
て
い
る
。

誤
解
を
招
く
情
報
や
偽
情
報
の

拡
散
時
の
対
応
に
つ
い
て

質
問　
神
宮
外
苑
地
区
の
区
道
廃

止
及
び
協
定
書
の
締
結
を
巡
り
、
SNS

上
に
憶
測
や
誤
解
を
含
ん
だ
情
報
の

拡
散
や
職
員
に
対
す
る
事
実
と
異
な

る
と
思
わ
れ
る
投
稿
も
見
受
け
ら
れ

る
。
区
と
し
て
の
対
応
は
。

答
弁　

誤
解
を
招
く
情
報
や
偽
情

報
が
数
多
く
発
信
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
把
握
。
神
宮
外
苑
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
に
お
け
る
区
有
財
産
の
権
利
変

換
や
補
償
等
に
つ
い
て
、
区
民
が
正

し
い
情
報
を
確
認
で
き
る
よ
う
区
HP

に
区
の
見
解
や
こ
れ
ま
で
の
経
緯
等

を
案
内
す
る
。

石
川　

孝
一

商
店
街
ハ
ッ
ピ
ー
商
品
券
事
業
に
つ
い
て

新
宿
区
議
会
公
明
党

質
問　
令
和
７
年
度
に
、
商
店
街

の
活
性
化
と
区
民
生
活
の
応
援
を
目

的
と
す
る
「
商
店
街
ハ
ッ
ピ
ー
商
品

券
事
業
」
が
、
新
宿
区
商
店
会
連
合

会
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
。
こ
の
商

品
券
事
業
に
参
加
で
き
る
対
象
店
舗

は
、
地
域
の
商
店
会
に
加
入
し
て
い

る
お
店
で
、
か
つ
新
宿
区
商
店
会
連

合
会
加
盟
店
と
な
っ
て
い
る
。
８
月

か
ら
購
入
申
込
み
開
始
の
予
定
。
①

対
象
店
舗
数
は
。
②
取
扱
い
店
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
な
工
夫
を
。

答
弁　

①
約
4000
店
舗
を
上
回
る
参

加
を
目
指
す
。
②
取
扱
い
店
は
、
新

宿
観
光
特
使
ゴ
ジ
ラ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

野
も
と 

あ
き
と
し

ー
や
ア
ザ
リ
ー
の
小
紋
柄
を
活
用
し

た
ス
テ
ッ
カ
ー
等
を
掲
示
予
定
。
識

別
し
や
す
い
よ
う
取
り
組
む
。

障
が
い
児
等
の
日
中
活
動
後
の

居
場
所
の
充
実
に
つ
い
て

質
問　
令
和
７
年
度
よ
り
、
障
が

い
児
の
タ
イ
ム
ケ
ア
事
業
の
年
齢
制

限
を
撤
廃
し
、
日
中
活
動
後
の
居
場

所
を
提
供
す
る
事
業
を
開
始
。
今
後

の
ニ
ー
ズ
の
予
測
、
将
来
展
望
は
。

答
弁　

今
後
、
特
別
支
援
学
校
等

を
卒
業
さ
れ
た
方
の
利
用
が
想
定
さ

れ
る
。
今
後
の
推
移
を
し
っ
か
り
と

注
視
し
な
が
ら
ニ
ー
ズ
を
予
測
し
、

事
業
を
進
め
て
い
く
。

若
者
支
援
に
つ
い
て

質
問　
公
明
党
の
青
年
局
を
中
心

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
要
望

の
多
い
順
に
、「
物
価
高
対
策
」、「
現

役
世
代
の
年
収
UP
」、「
家
賃
補
助
制

度
の
強
化
」
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

若
者
の
意
見
を
新
た
な
新
宿
区
基
本

構
想
・
総
合
計
画
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
が
重
要
。
区
の
考
え
は
。

答
弁　

若
者
か
ら
の
意
見
を
反
映

す
る
こ
と
は
、
大
変
重
要
で
あ
る
と

認
識
。
新
た
な
新
宿
区
基
本
構
想
・

総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

「
し
ん
じ
ゅ
く
若
者
会
議
」
の
活
用

や
、
区
民
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
も

検
討
し
て
お
り
、
広
く
若
者
の
意
見

を
反
映
し
て
い
く
。

誤解を招く情報や
偽情報への適切な対応を

若者の意見を区政へ反映
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違
法
民
泊
へ
の
対
応
に
つ
い
て

質
問　
①
苦
情
の
件
数
は
届
出
・
許

可
の
な
い
宿
泊
営
業
行
為（
違
法
民

泊
）が
最
も
多
い
。
区
の
監
視
や
指

導
、
通
報
が
あ
っ
た
際
の
対
応
は
。

②
予
約
サ
イ
ト
に
違
法
民
泊
の
情
報

を
掲
載
し
な
い
よ
う
仲
介
業
者
へ
の

指
導
強
化
を
国
に
働
き
か
け
て
は
。

答
弁　

①
通
報
を
受
け
た
場
合
、
現

地
調
査
を
実
施
し
宿
泊
客
か
ら
の
聞

き
取
り
な
ど
事
実
確
認
を
行
う
。
登

記
情
報
な
ど
か
ら
営
業
者
を
特
定
し

是
正
指
導
す
る
ほ
か
、
国
を
通
じ
予

約
サ
イ
ト
の
削
除
要
請
を
行
う
。
②

国
へ
の
働
き
か
け
を
進
め
て
い
く
。

自
参
ク

青
木　

仁
美

無
報
酬
で
公
的
活
動
を
行
う

方
々
の
な
り
手
不
足
に
つ
い
て

質
問　
青
少
年
育
成
委
員
会
や
民
生

委
員
・
児
童
委
員
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ

な
ど
、
無
報
酬
で
公
的
な
役
割
を

担
っ
て
き
た
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
担
い
手
不
足
が
あ
る
が
、
認
識

と
対
応
は
。

答
弁　

高
齢
化
や
社
会
環
境
の
変

化
に
伴
い
、
新
た
な
担
い
手
の
確
保

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
と
認
識
。
今

後
も
地
域
の
皆
様
や
関
係
団
体
と
の

対
話
を
重
ね
、
地
域
の
課
題
を
共
有

す
る
と
と
も
に
各
団
体
へ
の
支
援
を

続
け
て
い
く
。

自
参
ク

渡
辺 

み
ち
た
か

建
設
業
界
等
に
お
け
る

女
性
活
躍
の
推
進

質
問　
建
設
業
界
は
男
性
中
心
の
職

場
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
区
内
に

は
、
女
性
社
員
の
割
合
を
増
や
し
て

い
る
事
業
者
が
あ
る
。
①
女
性
が
建

設
業
で
働
き
や
す
い
環
境
の
整
備
を
。

②
求
職
者
に
対
し
業
界
や
職
種
の
選

択
肢
を
広
げ
る
啓
発
を
す
べ
き
。

答
弁　

①
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
推
進
優
良
企
業
表
彰
受
賞
の
企

業
と
連
携
し
、
女
性
活
躍
の
推
進
を

含
め
、
普
及
啓
発
す
る
。
②「
新
宿

区
し
ご
と
図
鑑
」を
活
用
し
、
中
小

企
業
の
魅
力
発
信
に
取
り
組
む
。

公

明

豊
島 

あ
つ
し

み
ど
り
の
創
出
に
つ
い
て

質
問　
①
落
合
地
域
の
保
護
樹
木
数

や
保
護
生
垣
な
ど
の
保
護
状
況
は
。

②
保
護
樹
木
等
の
標
識
に
つ
い
て
、

「
み
ど
り
を
保
護
す
る
」と
い
う
意

識
を
高
め
る
た
め
の
工
夫
を
。

　
　
　

①
令
和
７
年
４
月
１
日
現

在
、保
護
樹
木
344
本
、保
護
樹
林
8,670
㎡
、

保
護
生
垣
618
ｍ
。
区
全
体
の
４
分
の

１
以
上
を
占
め
る
。「
み
ど
り
の
保
全

モ
デ
ル
地
区
」に
指
定
し
、
み
ど
り

の
保
全
や
緑
化
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
②
公
共
施
設
等
の
保
護
樹

木
の
標
識
に
は
写
真
を
加
え
る
等
工

夫
し
、
み
ど
り
の
啓
発
を
進
め
る
。

公

明

時
光 

じ
ゅ
ん
子

西
新
宿
十
二
社
通
り
の

違
法
駐
輪
対
策
に
つ
い
て

質
問　
十
二
社
通
り
沿
い
の
違
法
駐

輪
が
深
刻
な
課
題
に
な
っ
て
お
り
、

集
中
的
な
対
策
が
必
要
。
効
果
的
な

の
は
自
転
車
の
撤
去
で
あ
る
。
こ
の

地
域
を
臨
時
に
放
置
禁
止
区
域
に
指

定
し
、
対
策
に
取
り
組
む
べ
き
と
考

え
る
。
臨
時
の
放
置
禁
止
区
域
の
指

定
に
つ
い
て
、
区
の
所
見
は
。

答
弁　

即
時
撤
去
が
で
き
る
臨
時

放
置
禁
止
区
域
の
指
定
に
つ
い
て

は
、
道
路
の
危
険
度
や
沿
道
の
駐
輪

場
の
設
置
状
況
等
を
ふ
ま
え
、
慎
重

に
検
討
し
て
い
く
。

公

明

木
も
と 

ひ
ろ
ゆ
き

人
と
技
術
に
つ
い
て

質
問　
区
内
の
介
護
事
業
所
に
お
け

る
人
手
不
足
の
解
消
や
、
地
域
住
民

の
社
会
参
加
の
促
進
を
目
的
と
し
た

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
マ
ッ
チ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
つ
い
て
、
①
ど

の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。
②
導

入
の
必
要
性
へ
の
見
解
は
。

答
弁　

①
区
内
の
介
護
事
業
所
で
の

活
用
事
例
が
あ
る
こ
と
は
把
握
し
て

お
り
、
人
材
不
足
解
消
の
た
め
の
有

効
な
手
段
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

②
今
の
と
こ
ろ
導
入
す
る
考
え
は
な

い
が
、
様
々
な
手
法
を
研
究
し
、
人

材
確
保
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
む
。

新
宿
会

伊
藤　

陽
平

神
宮
外
苑
再
開
発
の
記
録
作
成

質
問　
①
補
償
金
の
経
過
に
関
す
る

公
文
書
が
一
切
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、

過
去
に
遡
り
記
録
作
成
す
る
と
な
っ

た
が
今
な
お
未
完
成
。
担
当
者
の
記

憶
を
た
ど
る
な
ら
直
ち
に
記
録
せ
ね

ば
正
確
性
に
疑
問
が
生
じ
る
が
。
②

今
回
の
事
案
が
二
度
と
起
き
ぬ
よ
う
、

公
文
書
管
理
条
例
を
制
定
す
べ
き
。

答
弁　

①
記
録
作
成
に
時
間
が
か
か

り
申
し
訳
な
い
。
可
能
な
限
り
正
確

な
記
録
と
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
②
他
自
治
体
の
動
向
含
め
、
引

き
続
き
調
査
・
研
究
す
る
が
、
現
時

点
で
は
条
例
制
定
の
考
え
は
な
い
。

共

産

沢
田 

あ
ゆ
み

道
路
イ
ン
フ
ラ
の

点
検
及
び
整
備
に
つ
い
て

質
問　
都
市
部
イ
ン
フ
ラ
の
大
部
分

は
、
お
よ
そ
50
年
前
の
高
度
成
長
期

に
形
成
さ
れ
、
多
く
が
老
朽
化
し
始

め
て
い
る
。
①
区
は
、
ど
の
よ
う
な

範
囲
で
道
路
陥
没
の
危
険
を
調
査
し

て
い
る
か
。
②「
LINE
を
活
用
し
た
道

路
通
報
シ
ス
テ
ム
」の
実
績
は
。

答
弁　

①
重
大
な
被
害
を
も
た
ら

す
可
能
性
が
高
い
路
線
を
中
心
に
、

専
用
の
地
中
レ
ー
ダ
ー
技
術
を
搭
載

し
た
車
両
な
ど
を
使
用
し
て
路
面
下

の
空
洞
の
発
生
状
況
を
調
査
。
②
令

和
５
年
度
219
件
、令
和
６
年
度
296
件
。

新
宿
会

の
づ　

ケ
ン

健
康
診
査
・
が
ん
検
診
に
つ
い
て

質
問　
子
宮
頸
が
ん
は
、
性
交
渉
に

よ
る
※2
　

HPV
感
染
が
き
っ
か
け
。
性
交

渉
未
経
験
者
は
感
染
し
て
い
な
い
。

原
因
が
明
ら
か
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

20
歳
以
降
は
皆
、
検
診
の
受
診
を
推

奨
さ
れ
て
い
る
。
身
体
的
、金
銭
的
、

精
神
面
で
も
負
担
が
あ
る
子
宮
頸
が

ん
検
診
を
、
自
分
に
と
っ
て
必
要
か

否
か
判
断
で
き
る
よ
う
、
HPV
に
感
染

し
て
い
な
い
場
合
の
子
宮
頸
が
ん
リ

ス
ク
な
ど
を
案
内
に
記
載
し
て
は
。

答
弁　

が
ん
検
診
対
象
者
に
届
く

案
内
冊
子
の
内
容
に
つ
い
て
は
総
合

的
に
検
討
す
る
。

自
参
ク

大
門 

さ
ち
え

食
育
の
推
進
に
つ
い
て

質
問　
肥
満
傾
向
と
さ
れ
た
10
～
12

歳
の
子
ど
も
の
割
合
は
コ
ロ
ナ
禍
前

よ
り
増
加
。
子
ど
も
の
生
活
習
慣
病

の
現
状
と
要
因
を
踏
ま
え
た
上
で
、

予
防
に
向
け
た
施
策
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
が
重
要
。
親
に
対
す
る
健

康
教
育
及
び
食
育
の
普
及
啓
発
を
強

化
す
る
た
め
の
方
針
と
課
題
は
。

答
弁　

親
に
対
す
る
健
康
や
食
育

の
啓
発
が
重
要
。
今
後
は
若
い
世
代

に
親
和
性
の
あ
る
SNS
な
ど
を
活
用
し

た
食
に
関
す
る
情
報
発
信
な
ど
を
行

い
、
健
康
教
育
及
び
食
育
の
普
及
啓

発
を
推
進
し
て
い
く
。

新
宿
会

え
の
き 

秀
隆

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

質
問　
①
特
殊
詐
欺
は
水
際
で
防
ぐ

こ
と
が
効
果
的
。
広
報
で
の
情
報
発

信
強
化
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
特
別
出

張
所
な
ど
へ
の
設
置
や
民
生
委
員
に

よ
る
配
付
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

で
の
動
画
放
映
な
ど
行
っ
て
は
。
②

「
電
話
に
出
な
い
、
犯
人
と
会
話
し

な
い
」対
策
に
つ
い
て
区
の
考
え
は
。

答
弁　

①
ご
指
摘
の
方
法
の
他
、

令
和
７
年
度
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
本
算
定
通
知
書
に
チ
ラ
シ
を

同
封
。
②
自
動
通
話
録
音
機
の
貸
出

の
利
用
促
進
や
電
話
会
社
が
提
供
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
区
HP
等
で
周
知
。

自
参
ク

下
村　

治
生

資
源
ご
み
の
回
収
に
つ
い
て

質
問　
小
型
充
電
式
電
池
の
廃
棄
や

回
収
チ
ラ
シ
に
つ
い
て
区
HP
で
確
認

で
き
る
が
、①
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー

に
つ
い
て
誤
解
を
招
く
こ
と
な
く
、

資
源
ご
み
の
日
に
廃
棄
で
き
る
こ
と

を
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
で
具
体
的
な
注

意
点
の
記
載
を
す
る
な
ど
周
知
チ
ラ

シ
の
見
せ
方
の
工
夫
を
。
②
膨
ら
ん

だ
場
合
の
出
し
方
も
周
知
徹
底
を
。

答
弁　

①
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
排

出
方
法
や
注
意
点
を
周
知
用
チ
ラ
シ

で
イ
ラ
ス
ト
を
用
い
る
な
ど
、
わ
か

り
や
す
い
記
載
方
法
を
検
討
。
②
今

後
も
周
知
方
法
を
工
夫
し
て
い
く
。

新
宿
会

鈴
木 

ひ
ろ
み

答
弁



No.３１７ 6令和7年（2025年）7月25日

会派名 会派
人数 収　入

支　　出
支出合計

調査研究費 研修費 広報費 広聴費 要請・ 
陳情活動費 会議費 資料費 人件費 事務費

自 由 民 主 党 新 宿
区議会議員団※1 ８ 14,400,000 1,440,776 80,039 5,484,352 633,270 23,800 2,987 1,032,501 3,242,640 1,638,822 13,579,187

新宿区議会公明党 ８ 14,400,000 0 39,070 3,206,857 4,920 0 0 1,012,462 0 2,089,035 6,352,344

日 本 共 産 党 新 宿
区 議 会 議 員 団 ７ 12,600,000 10,560 40,190 6,005,856 2,411,472 0 0 421,629 340,997 3,296,686 12,527,390

新 宿 未 来 の 会 ６ 10,800,000 500 0 7,949,828 0 0 0 7,740 0 1,041,932 9,000,000

立 憲 民 主 党・
無 所 属 ク ラ ブ ３ 5,400,000 135,561 9,000 3,441,934 708 0 0 42,878 730,000 880,429 5,240,510

日 本 維 新 の
会・ 新 宿 区 議 団 ２ 3,600,000 397,275 18,000 2,690,992 78,996 0 0 17,757 0 303,024 3,506,044

参政党新宿まなび
とまもりの会※2 １ 1,800,000 54,980 7,000 1,183,322 330,000 0 2,388 47,849 0 86,902 1,712,441

れ い わ 新 選
組 　 新 宿 １ 1,800,000 0 304,466 1,062,865 0 0 10,400 148,861 80,000 198,506 1,805,098

現 役 世 代 に 優
し い 新 宿※3 1 1,800,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

新 宿 区 議 会 立 憲
フ ォ ー ラ ム※4 1 1,800,000 120,000 30,300 1,332,367 0 0 0 175,369 0 142,270 1,800,306

合 　　計 68,400,000 2,159,652 528,065 32,358,373 3,459,366 23,800 15,775 2,907,046 4,393,637 9,677,606 55,523,320

○収入 ･･･ 区が会派に対して交付した金額です。月額 15万円に会派の人数を乗じた金額になります。
○年度末に生じた残額（収入－支出合計）は、区へ返還されます。なお、支出合計が収入を上回った場合でも、政務活動費は追加交付されません。
※ 1�「自由民主党新宿区議会議員団」は、令和 7年 4月 10日付で「自民・参政クラブ」に会派名を変更しました。
※ 2�「参政党新宿まなびとまもりの会」は、令和 7年 4月 10日付で会派消滅しました。
※ 3�「現役世代に優しい新宿」は、令和 7年 4月 1日付で「現役世代に優しい新宿・減税の会」に会派名を変更しました。
※ 4�「新宿区議会立憲フォーラム」は、令和 7年 4月 1日付で会派消滅しました。

〔令和６年４月～令和７年３月分〕

令和 6 年度　政務活動費の各会派収支状況

政務活動費とは 政務活動費は、次の使途に用いることはできません。
　地方自治法に基づき「新宿区政務活動費の交付に
関する条例」を制定し、議員（会派）の調査研究そ
の他の活動に必要な経費の一部として、区が会派に
交付しています。

１　政党活動、後援会活動、選挙運動、あるいは個人の利益のために要する経費としての支出。
２　日当（1日あたりの決まった手当て）としての支出。
３　寄付金、賛助会費等、公職選挙法に抵触するものへの支出。
４　交際費に要する経費への支出。（結婚式の祝い金、香料、見舞金等）

 政務活動費支出項目の説明

調査研究費 会派が行う新宿区の事務及び地方行財政に関する調査研究及び調査委託に要する経費
　【調査委託費、調査報告書等作成費、交通費、宿泊費等】

研修費 会派が行う研修会、講演会等に要する経費及び他の団体が開催する研修会、講演会等への参加に要する経費
　【会場費、機材借り上げ費、講師謝金、出席者負担金・会費、交通費、宿泊費等】

広報費 会派が行う活動及び区政に関する政策等の広報活動に要する経費
　【広報紙・報告書等印刷費、送料、交通費等】

広聴費 会派が行う区民からの区政及び会派の活動に対する要望及び意見の聴取並びに区民相談等の活動に要する経費
　【資料印刷費、会議費、茶菓子代、文書通信費、交通費等】

要請・
陳情活動費

会派が行う要請及び陳情に係る活動に要する経費
　【資料印刷費、文書通信費、交通費等】

会議費 会派が行う各種会議に要する経費及び他の団体が開催する意見交換会等各種会議への会派としての参加に要する経費
　【会場費、会場設営費、講師謝金、資料印刷費、出席者負担金・会費、交通費、宿泊費等】

資料費 会派が行う活動に必要な資料の作成及び図書、資料等の購入に要する経費
　【印刷・製本費、原稿料、書籍購入費、新聞雑誌購読料等】

人件費 会派が行う活動を補助する職員の雇用に要する経費
　【給料、手当、社会保険料、賃金等】

事務費 会派が行う活動に係る事務遂行に要する経費
　【事務用品・備品購入費、リース料、通信費、事務所費等】

視 察 日 議 会 名 視 察 内 容

11月 11日 山梨県都留市議会 宿題をしない取組について

11月 15日 東京都中野区議会 清掃事業について

1月 16日 宮崎県延岡市議会 民間提案制度を活用した学校部活動支援業務の民間
委託について

1月 23日 広島県呉市議会 新宿中央公園のPark-PFI について

1月 29日 三重県朝日町議会 コロナ後の自治会活性化推進等支援事業について

1月 30日 岐阜県岐阜市議会 新宿中央公園「SHUKNOVA」Park-PFI�について

1月 31日 東京都足立区議会 「AI オンデマンド交通」の実証運行について

3月 29日 広島県東広島市議会 外国人市民と地域センターとのかかわり等について

行政視察の受け入れ状況 [ 令和 6 年 10 月～令和 7 年 3 月 ] 

新宿区議会では、他自治体議会（委員会・会派・議員）の視察を受け入れ
ています。

○議長交際費…�円滑な議会運営を図るため、議長が議会を代表して各種行事や接遇・儀礼
など対外的な活動をするために支出する経費です。

○毎月の執行額について…月ごとの集計額を翌月に区議会ホームページで公表しています。

（単位：円）
　　　　支出項目

支出先

会　費 見舞い 弔　慰 接　遇 合　計

件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額

町会・自治会 6 75,000 0 0 0 0 0 0 6 75,000

地 域 団 体 3 19,000 0 0 0 0 0 0 3 19,000

商　店　会 2 30,000 0 0 0 0 0 0 2 30,000

各種関係団体 39 385,600 0 0 0 0 0 0 39 385,600

そ　の　他 0 0 0 0 3 30,000 0 0 3 30,000

合　　  計 50 509,600 0 0 3 30,000 0 0 53 539,600

令和 6 年度　議長交際費支出状況
〔令和６年４月～令和７年３月分〕

（単位：円）
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新
宿
区
は
昭
和
61
年
（
1986
年
）
に
「
平
和
都
市
宣
言
」

を
行
い
、
戦
争
の
な
い
社
会
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
の

実
現
を
区
民
と
共
に
誓
い
ま
し
た
。

　

こ
の
理
念
の
も
と
、
新
宿
区
議
会
で
は
毎
年
、
沖
縄

全
戦
没
者
追
悼
式
に
議
員
を
派
遣
し
、
平
和
へ
の
誓
い

を
新
た
に
す
る
機
会
と
し
て
大
切
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
宿
区
議
会
を
代
表
し
ま
し
て
、
渡
辺
清
人
、
中
村
し

ん
い
ち
、
川
村
の
り
あ
き
の
３
名
が
沖
縄
戦
か
ら
80
年
と

い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
追
悼
式
へ
参
列
し
ま
し
た
。

　

住
民
を
巻
き
込
ん
だ
苛
烈
な
地
上
戦
で
、
20
万
人
を

超
え
る
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
痛
ま
し
い
歴
史
を

風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
私
た
ち
は
改
め
て
平
和
の
尊

さ
を
胸
に
刻
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

追
悼
式
冒
頭
で
の
中
川
沖
縄
県
議
会
議
長
か
ら
の
式

辞
で
は
、「
沖
縄
県
民
は
人
間
の
尊
厳
を
大
切
に
し
、

希
望
に
満
ち
た
社
会
を
築
く
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
日
々
の
営
み
を
通
じ
、
沖
縄
か
ら
世
界
に
平
和
の

価
値
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
世
界
平
和
に
対

す
る
貢
献
で
あ
り
、
我
々
の
役
目
で
あ
る
と
信
じ
ま

す
。」
と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

追
悼
式
後
は
「
ひ
め
ゆ
り
の
塔
」
に
て
戦
争
に
よ
っ

て
犠
牲
と
な
ら
れ
た
す
べ
て
の
御
霊
に
、
謹
ん
で
哀
悼

の
誠
を
捧
げ
、
次
に
訪
れ
ま
し
た
「
東
京
の
塔
」
で
は

新
宿
区
議
会
を
代
表
し
て
献
花
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
現
在
の
世
界
情
勢
に
も
目
を
向
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
中

東
を
巡
る
緊
張
な
ど
、
戦
争
は
過
去
の
出
来
事
で
は
な

く
、
今
な
お
人
々
の
命
と
尊
厳
を
奪
い
続
け
て
い
る
現

実
で
す
。

　

多
様
な
文
化
や
価
値
観
が
共
に
生
き
る
新
宿
と
い
う

ま
ち
か
ら
、
平
和
の
尊
さ
を
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
実

感
し
、
次
の
世
代
へ
と
語
り
継
い
で
い
く
こ
と
。
そ
れ

が
私
た
ち
地
方
自
治
体
に
課
さ
れ
た
大
き
な
使
命
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式
に

参
加
し
ま
し
た

★★９月２４日から１０月２０日までの予定です。主な日程は、次のとおりです。９月２４日から１０月２０日までの予定です。主な日程は、次のとおりです。

10月15日（水）10月15日（水）　午前10時から　（防災等安全対策、自治・議会・行財政改革等）　午前10時から　（防災等安全対策、自治・議会・行財政改革等）
10月16日（木）10月16日（木）　午前10時から　（文化観光産業等、本庁舎対策等）　午前10時から　（文化観光産業等、本庁舎対策等）

特別委員会

　　9月26日（金）～10月9月26日（金）～10月　　8日（水）（土曜日、日曜日を除く）8日（水）（土曜日、日曜日を除く）
　　　　　　　　　　　　　　　　　午前10時から　（令和6年度 各会計決算の審査）　午前10時から　（令和6年度 各会計決算の審査）

決算特別委員会

10月10日（金）・14日（火）　10月10日（金）・14日（火）　午前10時から午前10時から常任委員会

　　9月24日（水）9月24日（水）　　午前10時から　（代表質問等）午前10時から　（代表質問等）
　　9月25日（木）9月25日（木）　　午前10時から　（代表質問・一般質問、議案の提案説明等）午前10時から　（代表質問・一般質問、議案の提案説明等）
10月20日（月）　10月20日（月）　午後午後　　2時から　（議案の採決、意見書・決議の採決等）2時から　（議案の採決、意見書・決議の採決等）

本 会 議

令和７年令和７年　　第 3回定例会のお知らせ第 3回定例会のお知らせ

★★  手話通訳者または要約筆記者を配置できます。手話通訳者または要約筆記者を配置できます。
　 希望する１０日前までに議会事務局（ＴＥＬ：０３- ５２７３- ３５３４、FAX：０３- ３２０９－９９９５）まで　 希望する１０日前までに議会事務局（ＴＥＬ：０３- ５２７３- ３５３４、FAX：０３- ３２０９－９９９５）まで

ご連絡くださいご連絡ください。。
★★  本会議場の５階傍聴席に、ヒアリングループシステムを設置しています。また、ヒアリングループシステム用本会議場の５階傍聴席に、ヒアリングループシステムを設置しています。また、ヒアリングループシステム用

受信機を貸し出しています。ご希望の方は、議会事務局にお申し出ください受信機を貸し出しています。ご希望の方は、議会事務局にお申し出ください。。
★★  新宿区議会では、通年軽装を実施しています。皆様のご理解とご協力をお願いします。新宿区議会では、通年軽装を実施しています。皆様のご理解とご協力をお願いします。

議
長
・
副
議
長
の

主
な
活
動

入
区
歓
迎
式
に
出
席

　

4
月
1
日（
火
）、
新
た
に
新
宿

区
に
入
区
し
た
新
規
採
用
職
員

「
入
区
歓
迎
式
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
議
長
・
副
議
長
が
出
席
し
、

議
長
が
お
祝
い
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
し
た
。

消
防
操
法
大
会
へ
参
加

　
6
月
1
日（
日
）
牛
込
消
防
団
、

6
月
8
日（
日
）
新
宿
消
防
団
、

6
月
15
日（
日
）
四
谷
消
防
団
そ

れ
ぞ
れ
の
消
防
操
法
大
会
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
区
民
の
安
全
安
心

を
守
り
、
日
々
の
消
防
活
動
に
精

励
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
区

議
会
を
代
表
し
て
議
長
が
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
し
た
。

新
宿
区
障
害
者
団
体
連
絡
協
議
会

（
社
福
）
新
宿
区
障
害
者
福
祉
協
会

合
同
総
会
報
告
会
へ
の
出
席

　
6
月
28
日（
土
）
に
開
催
さ
れ

た
合
同
総
会
報
告
会
に
議
長
・
副

議
長
が
出
席
し
、
日
頃
よ
り
障
害

者
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
対
し
、
議
長
・
副
議
長

が
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

し
た
。

　「新宿区議会に関するアンケート調査」に
ご協力をお願いします

　新宿区議会では、区議会へのご意見を把握し、より開かれた、
身近な区議会を目指していくため、『新宿区議会に関するアン
ケート調査』を行います。
　無作為に抽出した 3,000 名の方に調査
票を郵送しますので、調査票を受け取っ
た方は、ぜひご協力ください。同封の
返信用封筒で調査票をご返送いただく
か、スマートフォン・パソコン等から
インターネットでも回答が可能です。
８月 20 日（水）までにご回答をお願い
します。

　新宿区議会議員政治倫理審査会（区民委員３名・学識経験者 2名・区議
会議員 3名で構成）は、区議会議員の政治倫理基準等に違反した行為に対
する審査請求があったときに審査を行うほか、政治倫理の確立のための調
査等を実施します。

【対　象】　区内在住の 18 歳以上（令和 7年 12 月 1 日現在）の方、3名
【任　期】　令和 7年 12 月 1 日～令和 9年 11 月 30 日
【謝　礼】　審査会（審査請求等があったときに開催）に出席の都度、1万円
【申込み】　�「区議会議員に期待すること・求めること」をテーマとした作

文（800 字程度）に住所・氏名・性別・年齢・電話番号を記入し、
8月 29 日（金）までに議会事務局調査管理係（〒 160-8484 歌舞
伎町 1-4-1、本庁舎 5階）へ郵送（必着）またはお持ちください。
作文は選考後に返却します。

　令和７年第３回定例会より、傍聴者の方が写真撮影・録音・録画等をしようとする
ときの手続きが変更になります。
　写真撮影等を希望する方は、事前に申請が必要ですので、下記の申請期限までに議
会事務局へ申請してください。申請方法は議会事務局へお問合せください。
　★本会議：撮影等を希望する本会議の 4 日前の午後５時まで（閉庁日は除く）
　★委員会：撮影等を希望する委員会の 2 日前の午後５時まで（閉庁日は除く）

区議会の中継を行っています
　新宿区議会では本会議及び予算・決算特別委員会の模様を生
中継でインターネット配信をしています。また会議終了後おお
むね 7日後に録画中継をインターネットで配信しています。
　さらにおおむね 10 日後には各特別出張所で
本会議及び予算・決算特別委員会の一部を録画
放映しています。

区議会インターネット中継のページ▶ 

◆本会議の生中継において字幕表示を試行しました◆
　令和７年第２回定例会から、本会議の生中継においてAI
により自動生成した字幕表示を試行しています。

「新宿区議会議員政治倫理審査会」の
区民委員を募集します

ここに字幕が表示されます
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新
宿
区
特
別
区
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
な
ど
19
件
の
議
案
を
可
決

総
務
区
民
委
員
会

●
今
定
例
会
で
は
、
議
案
19
件

と
陳
情
２
件
を
審
査
し
、
７
件

の
報
告
を
受
け
、
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。

●
議
案
審
査
で
は
、「
新
宿
区

特
別
区
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」、「
旧
都
立
市
ヶ
谷

商
業
高
等
学
校
及
び
新
宿
区
立

牛
込
第
一
中
学
校
水
泳
プ
ー
ル

解
体
工
事
請
負
契
約
」、「
令
和

７
年
度
新
宿
区
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）」
な
ど
19
件

の
議
案
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

●
陳
情
審
査
で
は
、「
政
党
機

関
紙
の
庁
舎
内
勧
誘
行
為
に
お

け
る
庁
舎
管
理
規
則
の
徹
底
を

求
め
る
陳
情
」
な
ど
２
件
の
陳

情
を
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

●
報
告
案
件
で
は
、「
新
宿
区

定
額
減
税
補
足
給
付
金
（
不
足

額
給
付
）
事
業
に
つ
い
て
」
な

ど
７
件
の
報
告
を
受
け
、
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。

高
齢
者
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
購
入
費
助
成
に

関
す
る
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

福
祉
健
康
委
員
会

●
今
定
例
会
で
は
、
議
案
７
件

と
陳
情
３
件
を
審
査
し
、
２
件

の
報
告
を
受
け
、
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。

●
議
案
審
査
で
は
、「
高
齢
者

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
購
入
費
助

成
」
な
ど
の
補
正
予
算
ほ
か
６

件
の
審
査
を
行
い
、
い
ず
れ
も

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

●
陳
情
審
査
は
、「
高
齢
者
の

聞
こ
え
を
支
え
る
補
聴
器
の
購

入
費
補
助
な
ど
充
実
を
求
め
る

陳
情
」
な
ど
２
件
を
継
続
し
て

審
査
す
る
こ
と
と
し
、
ほ
か
１

件
は
審
査
未
了
と
し
ま
し
た
。

●
報
告
案
件
で
は
、「
あ
ゆ
み

の
家
に
対
す
る
労
働
基
準
監
督

署
か
ら
の
是
正
勧
告
及
び
指
導

に
つ
い
て
」
な
ど
２
件
の
報
告

を
受
け
、質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

新
宿
区
保
育
所
保
育
料
徴
収
条
例
及
び
新
宿
区
立
子
ど
も

園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
の
議
案
を
可
決

文
教
子
ど
も
家
庭
委
員
会

●
今
定
例
会
で
は
、
議
案
４
件

を
審
査
し
、
４
件
の
報
告
を
受

け
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

●
議
案
審
査
で
は
、「
新
宿
区

保
育
所
保
育
料
徴
収
条
例
及
び

新
宿
区
立
子
ど
も
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」
な
ど
2

件
の
条
例
改
正
、
区
立
中
学
校

全
校
に
お
け
る
不
登
校
生
徒
へ

の
学
習
支
援
及
び
相
談
支
援
と

し
て
支
援
員
を
配
置
す
る
た
め

の
予
算
な
ど
補
正
予
算
２
件
を

審
査
し
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
。

●
報
告
案
件
で
は
、「
新
宿
区

に
お
け
る
私
立
認
定
こ
ど
も
園

及
び
私
立
幼
稚
園
の
保
育
料
に

関
す
る
規
則
等
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
」
な
ど
、
４
件
の
報
告

を
受
け
、質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

災
害
に
際
し
応
急
措
置
の
業
務
等
に
従
事
し
た

者
の
損
害
補
償
に
関
す
る
条
例
改
正
を
可
決

防
災
等
安
全
対
策
特
別
委
員
会

●
今
定
例
会
で
は
、
議
案
１
件

を
審
査
し
、
１
件
の
報
告
を
受

け
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

●
議
案
審
査
で
は
、
応
急
措
置

の
業
務
等
に
従
事
し
た
者
に
扶

養
親
族
が
あ
る
場
合
に
お
け
る

補
償
基
礎
額
の
加
算
額
の
根
拠

な
ど
に
つ
い
て
、質
疑
を
行
い
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

●
報
告
案
件
で
は
、「
土
砂
災

害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
解
除

に
つ
い
て
」
報
告
を
受
け
、
対

策
工
事
に
か
か
っ
た
工
期
や
総

工
費
に
つ
い
て
、
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
の
指
定

解
除
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
、
確
認
し
ま
し
た
。

●
今
後
も
区
民
の
皆
様
の
安

全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、

議
論
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

新
宿
区
議
会
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

概
要
に
つ
い
て
議
論

自
治
・
議
会
・
行
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会

●
今
定
例
会
で
は
、
調
査
事
件

３
件
を
議
題
と
し
ま
し
た
。

●
「
令
和
６
年
度
都
区
財
政
調

整　

再
調
整
に
つ
い
て
」で
は
、

担
当
課
か
ら
説
明
を
受
け
、
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。

●
「
新
宿
区
議
会
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
概
要
に
つ
い

て
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
委
員

会
で
実
施
が
決
定
し
た
区
議
会

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
率
向
上
の

取
組
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

等
の
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。

　

住
民
基
本
台
帳
か
ら
無
作
為

に
抽
出
し
た
満
18
歳
以
上
の
区

民
の
方
3,000
人
を
対
象
に
、
８
月

１
日
か
ら
８
月
20
日
ま
で
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

●
ま
た
、
本
会
議
で
PC
等
を
利

用
し
、
効
率
的
で
充
実
し
た
審

議
等
を
行
う
た
め
、
運
用
基
準

の
改
正
案
の
説
明
を
受
け
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

新
た
な
委
員
を
迎
え

本
庁
舎
対
策
に
関
す
る
議
論
を
推
進

本
庁
舎
対
策
等
特
別
委
員
会

●
新
た
な
委
員
を
迎
え
、
新

し
い
顔
ぶ
れ
で
の
本
庁
舎
対

策
等
特
別
委
員
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

新
宿
区
役
所
本
庁
舎
は
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

区
で
は
本
庁
舎
対
策
等
担
当
課

を
設
置
し
、
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
当
委
員
会
で
は
、

他
自
治
体
や
民
間
企
業
に
お

け
る
先
進
的
な
事
例
の
視
察

の
ほ
か
、
専
門
家
に
よ
る
勉

強
会
の
実
施
、
ま
た
区
が
取

り
ま
と
め
た
本
庁
舎
整
備
検

討
調
査
業
務
の
報
告
書
に
基

づ
く
多
角
的
な
視
点
か
ら
の

対
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
議

論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

●
今
定
例
会
で
は
、
新
た
な

委
員
を
迎
え
た
最
初
の
委
員

会
と
し
て
、
今
後
の
委
員
会

運
営
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
区
民
目
線
で
よ

り
良
い
本
庁
舎
対
策
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

「
し
ん
じ
ゅ
く
逸
品
」
の

新
た
な
認
定
制
度
に
つ
い
て
議
論

文
化
観
光
産
業
等
特
別
委
員
会

●
今
定
例
会
で
は
、
調
査
事
件

と
し
て
「
し
ん
じ
ゅ
く
逸
品
」

の
新
た
な
認
定
制
度
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。

●
報
告
案
件
で
は
、「
新
宿
シ

ン
ち
ゃ
ん
あ
ん
ぱ
ん
」の
制
作
、

「
歌
舞
伎
町
タ
ウ
ン
・
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
」
と
「
新
宿
観
光
振

興
協
会
」
の
令
和
６
年
度
事
業

報
告
及
び
令
和
７
年
度
事
業
計

画
、
新
宿
Ｗ
Ｅ
バ
ス
に
お
け
る

運
行
ル
ー
ト
の
一
部
廃
止
の
計

４
件
の
報
告
を
受
け
、
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。

上
落
合
八
幡
通
り
の
横
断
歩
道
設
置
に
向
け
た
歩
道
橋

解
体
設
計
費
用
を
含
む
補
正
予
算
な
ど
４
件
を
可
決

環
境
建
設
委
員
会

●
今
定
例
会
で
は
、
議
案
４
件

を
審
査
し
、
７
件
の
報
告
を
受

け
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

●
議
案
審
査
で
は
、
上
落
合
八

幡
歩
道
橋
の
解
体
設
計
費
用
を

含
む
補
正
予
算
の
ほ
か
、若
葉
・

令
和
7
年
第
２
回
定
例
会
の
記
事
を
中
心
に
ま

と
め
た
議
会
だ
よ
り
を
お
届
け
し
ま
す
。

区
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

紙
面
作
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

本
紙
に
つ
い
て
の
ご
意
見
、
ご
要
望
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、議
会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
委
員

渡　

辺　

清　

人

三　

沢　

ひ
で
子

高　

阪　

ま
さ
し

時　

光　
じ
ゅ
ん
子

佐　

藤　

佳　

一

た
な
え　

ひ
さ
し

山　

口　

か
お
る

の
審
議
結
果

継
続
審
査　
　

２
件
（
新
た
に
提
出
さ
れ
た
も
の
）

□ 

政
党
機
関
紙
の
庁
舎
内
勧
誘
行
為
に
お
け
る
庁
舎
管
理
規
則
の
徹
底

を
求
め
る
陳
情　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
総
務
区
民
委
員
会
］

□ 

高
齢
者
の
聞
こ
え
を
支
え
る
補
聴
器
の
購
入
費
補
助
な
ど
充
実
を
求

め
る
陳
情　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
福
祉
健
康
委
員
会
］

審
議
未
了　
　

１
件

□ 

患
者
へ
の
加
害
行
為
を
繰
り
返
す
精
神
科
医
に
対
し
、
医
師
法
に
基
づ

く
行
政
処
分
の
早
期
執
行
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
に
関
す
る
陳
情

［
福
祉
健
康
委
員
会
］

　
請
願
・
陳
情
の
内
容
は
、
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（［   

］は
審
査
を
行
っ
た
委
員
会
名
）

須
賀
町
地
区
の
地
区
計
画
の
変

更
に
伴
う
条
例
改
正
な
ど
４
件

の
議
案
を
審
査
し
、
い
ず
れ
も

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

●
報
告
案
件
で
は
、
一
定
規
模

以
上
の
ス
ー
パ
ー
や
銀
行
な
ど

に
駐
輪
場
の
設
置
を
義
務
付
け

る
「
附
置
義
務
制
度
」
の
見
直

し
に
係
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
の
実
施
や
、
令
和
４
年
度

の
区
内
の
CO₂
排
出
量
の
算
定
結

果
の
ほ
か
、
区
内
の
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
セ
ン
タ
ー
２
施
設
の
労

働
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
実
施
結

果
、
昨
年
度
に
区
が
収
集
し
た

ご
み
や
資
源
の
量
な
ど
、
７
件

の
報
告
を
受
け
、
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。




